
    
    
    
    
    
    
    
    
    旬の市出店コーナーでは、産直のリンゴや源流米「山のしづく」の量り売りが行われ

来場者向けに販売されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 21 年 12 月に創刊された子育て情報誌「はぐまぐ」（発行 45 万部河北新報折り込

み）に出稿、源流カレーレシピコンテストの告知、又試食審査会の様子を掲載した。 



・炭を利用した付加価値のある農作物の生産を協働する。 
 炭をふるった際に落ちる粉、粒状の炭を関・滑津地区の生産者に配布、又流木や針葉樹

類で焼いた炭は「源流米」製法として利用するため源流米ネットワークと協働で炭焼きを

行いそれぞれ環境保全型の農業に利用された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※この模様にＴＶの取材カメラ場入り、6 月下旬の東日本放送（ＫＨＢ）夜のニュース番

組の中で報道された。 

④．水守の郷の仲間づくり（クラスター型担い手形成プロジェクト） 
・水守の郷まちづくりネットワークによる町外水守人認定体制の再整備を行う。  
 それぞれの地域の環境保全に寄与する人づくりにつなげるために体験学習の参加者を順

次「町外水守人」として認定、また認定された方々には証明書を発行、ヤフーグループに

登録し情報の発信を行った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験発表会体験発表会体験発表会体験発表会    

町外水守人の認定式を行いました。 



・ＨＰで公開する七ヶ宿の情報量を増やし携帯端末の QRコードを普及させる。  
    イベント情報については遅滞なくＨＰで順次更新を行い、生産者情報ばかりでなく七ヶ

宿のお店や会社の情報も個々に取材し情報量を増やした。又ＱＲコードを商品や看板など

にも貼付し七ヶ宿への入口を増やすことも同時に行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  昨年取り付けたごみを捨てないでの標語看板や店頭にＱＲステッカーを貼る 

 

・持続可能な水源地をめざし実施するプロジェクトを町内外に発信し、顔の見
える協力者を増やしながらの様々な団体との関係強化を行う。 ⇒ ＥＳＤ学
びあい会議の実施  
 国連のＥＳＤプロジェクト推進地域「仙台広域圏ＥＳＤ・ＲＣＥ」の白石・七ヶ宿地区

の代表として定期的に仙台市で開催される会議に出席し水源地で行われている地域の活動

を報告した。また、気仙沼市で開催された「子どもと地域の未来を拓く円卓会議」、平成 21

年 11 月 11 日 12 日には東北水源の町交流会を EPO 東北と共催し、岩手県や山形県で活

動するＮＰＯも参加して広域的な視点からの情報交換・学びあい会議を行った。平成 21 年

11 月 21 日には大崎市田尻町で開催された「ＫＯＤＯＭＯダイバシティｉｎ田尻」、11 月

24 日に白石ホワイトキューブで開催された白石ユネスコ協会主催の「ユネスコスクール研

修会」、平成 22 年 3 月 6 日には東北大学中静研究室の「生物多様性と里山・里地・里海」

というセミナーでそれぞれ水源地七ヶ宿での個々の活動をとりまとめ報告した。 

    
    
    
    
    
    
    
    
    

「子どもと地域の未来を拓く円卓会議」（気仙沼市）    



    
    
    
    
    
    
    
    
        「ＫＯＤＯＭＯダイバシティｉｎ田尻」（大崎市）    
    
    
    
    
    
    
    
    
  「東北水源の町交流会」（七ヶ宿町） 

    
    
    
    
    
    
    

「宮城県ユネスコスクール研修会」（白石市） 

平成 21 年 11 月 29 日に開催された「環境フォーラムせんだい２００９」（仙台市）で

は水源地での活動報告をパネルで展示、またとうみを持ち込み蕎麦の選別体験を行った。 

    
    
    
    
    
    
    
 


